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要旨
ピアス装着中に生じた後天性耳垂裂の 2症例を報告する。症例はいずれも20才台の女性。症例 lは廠痕を切除し縫合
したが、 症例 2はピアス穴の再建を希望したため、 局所皮弁を用いてピアス穴を裂の最上部に作成した。2タIJとも術後
経過順調で、症例 2はピアスの装着が可能となり、症例 lも自然、な耳垂の形態が得られている。
ピアスは最近本邦でもファッションとして定着した感があり、若い女性のみならず、高齢者や男性にも浸透しつつあ
る。また、同じ耳に複数個のピアスを装着したり、耳霊の辺縁近くに装着するケースも増えているため、 今後このよう
な症例は増加すると思われる。
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はじめに
耳~裂には先天性のものと、後天'I~::の ものがあり 、
前者は比較的稀な先天異常として一定頻度で発症す
る。一方後者はピアス装着時に起こるものが多く 、ピ
アスの普及により増加傾向にあると考えられる。今回
我々はピアスによる後天性耳垂裂を2例経験したので
報告する。
症例
症例 1: 26才、女性。平成8年両側耳垂にピアス穴を
あけた。ピアスを装着していたが、 重いものをつける
ようになって左側の穴が大きくなり、 平成1年5月頃
図1 症例 1術前 図2 症例 1術後 2カ月
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図3 症例 2術前 図4 症例 2デザイン
に完全な裂となった(図1)。平成1年 7月23日、局
所麻酔下に手術を施行した。ピアス穴の再建を希望し
なかったため裂部の搬痕を切除し、そのまま縫合した。
術後2カ月、耳垂は自然な形態が保たれている(図2)。
症例 2: 23才、女性。平成9年末頃に 2@目のピアス
穴を耳垂の辺縁に近いところにあけた。衣服の脱着で
徐々に左側の穴が大きく なり平成10年4月頃に完全な
裂とな った (図 3)。平成10年 6月 8日、 局所麻酔下
に手術を施行した。ピアス穴の再建を希望したため、
図4、5のように一方に、耳垂前面から後聞にわたる
一辺 1mmの皮弁を裂の基部より 1mmの位置を茎
として挙上し、 全周約 3mmのピアス穴を作成した。
その際、縫合しやすいように補助切開を入れた。さら
に、辺縁を図5のように切除し縫合 した。ピアス穴に
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図5 症例 2シェーマ
:年三
図6 症例 2術直後 図7 症例 2術後 1カ月
は血管内留置針の外筒を入れ、穴を保つようにした(図
6 )。 抜糸時に外筒をピアスと交換した。術後 1カ月
ピアス装着に問題なく、耳垂も良好な形態を保ってい
る (図7)。
考察
先天性耳垂裂とピアスによる後天性耳垂裂を比較す
ると、前者は形態が多様で組織の不足が多いのに対し
て、後者では一様に縦方向に裂があり組織の欠損はほ
とんどないという特徴がある。したがって先天性耳垂
裂の再建には、裂部を縦方向に延長する 目的で、 Z
形成術などの皮弁を用いた方法が用いられることが
多い1)2)。
一方、後天性耳垂裂では裂の長さ、ピアス穴を残す
かどうかによって術式が異なってくる。裂が短い場合
は基本的には直線に縫合してまず問題ないと思われ
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る。しかし、 長くなると縦方向への癒痕の収縮による
辺縁のくびれを防ぐ意味でZ形成術3)、V形成術。、
L形成術5) などを行った報告が多い。ピアス穴を残
す方法としては単に裂の上端を残して縫合するという
報告別 もあるが、やはり一方より皮弁を挙上し、 巻き
込むように穴を造るのが確実と考えるの5) 7)。
自験例では症例 lは裂は短く、ピアス穴の再建を希
望しなかったため、癒痕を切除しそのまま縫合した。
症例 2は裂は比較的短く 、ピアス穴の再建を希望した
ため、 一方よりの皮弁を巻き込んで穴を造り、穴の下
方はほぼ直線に縫合した。2症例ともほぼ満足する結
果が得られた。
ピアスは最近本邦でもファッションとして定着した
!惑があり、若い女性ばかりでなく 、高齢者や男性にも
愛好者は増加しつつある。また、同じ耳に複数個の穴
を聞けたり、辺縁近くに穴を聞けることも多くなって
いるため、今後このような症例は増加すると思われる。
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Two Cases of Acquired Earlobe Cleft Due to Piercing 
I-liroaki NAGAE， Hiroshi HARADA 
Division of Plastic Surgery， Komatushima Red Cross Hospital 
We report two cases of acquired earlobe cleft caused by wearing' pierced earrings. The patients were 
women in twenties. While the scar was resected and sutured in Case 1. the uppermost position of the cleft 
was pierced using a local skin flap in Case 2 because the patient wished reconstruction of the hole. Both 
patients have followed satisfactory postoperative courses as wearing of pierced earr・ingsbecame possible in 
Case 2 and a natural form of the earlobe was acquired in Case 1. 
Piercing seems to be established as a fashion in this country recently and it is spreading not only among 
young women but also among the women of older ages and men. Moreover， there are increasing number 
of cases wearing' several pierced earrings in the same ear or wearing a pierced earring near the edge of the 
巴arlob巴 Therefore，it is conceivable that the cases such as ours will increase in future 
Key words : Earlobe cleft， acquired， piercing 
Komatushima Red Cross I-Iospital Medical Journal 5:110-112，2000 
112 ピアスによる後天性耳垂裂の 2{9IJ Komatushima Red Cross I-Iospital Medical Journal 
